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22 J-STAGEの利⽤状況

• J-STAGEを利⽤している学協会･ジャーナル数等

136170125予 稿 集
823 ※1,0901,010合 計

91010報 告 書
747910875ジャーナル

利⽤学協会数利⽤申請数公開誌数＃
（平成24年10月末現在）

※重複を除いてカウント

＃誌名変更分を別資料としてカウント



平成24年度J-STAGE利⽤学協会意⾒交換・説明会

33 J-STAGE登載論⽂数と⽉間アクセス数の推移
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縦棒 1 総アクセス数 内、記事アクセス数 内、本文ダウンロード数

※本文ダウンロード数は、J-STAGE2においてはPDFダウンロード数、J-STAGE3においてはPDF＋HTMLダウンロード（アクセス）数

J-STAGE3リリース

(Journal@rchiveと統合)
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44

日本

57.8%

中国

10.3%

アメリカ合衆国

5.7%

ヨーロッパ連合

3.2%

インド

3.1%

スウェーデン

1.8%

大韓民国

1.8%

不明

0.1%

その他

11.6%

ブラジル

1.3%

イラン

1.3%

台湾

1.1%

インドネシア

0.8%

J-STAGE登載記事への国別アクセス状況

(平成23年度PDFダウンロード数)

計210ヶ国・地域
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55 海外・国内プロモーションによる閲覧性の向上

引用・

被引用リンク

統合検索連携

新規連携先情報は、
（オプトアウト情報）ページ
からご確認ください。

[J-STAGE TOP] > 
[利⽤学協会の⽅] > 
[新着情報]または[新規データ連携先情報]
https://www.jstage.jst.go.jp/pub/html/AY04S240_ja.html

※現在も新規連携に向け

関係各機関と協議中
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66 利⽤学協会の連携・スキル共有の促進、情報提供（24年度）

J-STAGEセミナー

J-STAGE News

J-STAGE / 学術情報XML推進協議会セミナー
「XMLが開く学術出版の未来」
2012/09/19
2012/11/02
2013/01/18 [ダイジェスト版開催]

J-STAGE / CrossCheckセミナー
2012/10/11 

No.32 [2012年6月30日発行]
No.33 [2012年9月30日発行]
No.34 [2012年12月30日発行]
https://www.jstage.jst.go.jp/AF02S040Init/-char/ja
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77 XML形式掲載について（１）
• 全文XML(Full-J XML形式)登載誌の増加
• ⼤容量動画コンテンツ等の配信も可能に

• 書誌XML(Bib-J XML形式)登載誌の増加
– 書誌XMLツールのご提供（J-STAGE利⽤学協会様限定）

• テンプレートを1度登録するだけで簡単に書誌XMLを作成可能
• 動画マニュアルも配信

ビッグデータの潮流とデータエコシステム.
喜連川 優. 情報管理. Vol. 55 (2012) No. 10 P 705-711.
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88

• PDFから書誌情報を抽出してXML化する「書誌XMLツール」を用意（本文情報はPDFで提供を想定）

（参考）J-STAGEで受け入れ可能なフォーマット（おもなもの）：

WEBビュー
WEBビュー

キーワード
キーワード

所属
所属

著者
著者

論文情報
論文情報

タイトル・抄録
タイトル・抄録

PDFプレビュー
PDFプレビュー

PDF形式BIB形式BIB+PDF(従来) ※移⾏措置

XML形式XML形式FULL-J XMLタイプ
PDF形式XML形式BIB-J XMLタイプ

全文情報書誌情報

XML形式掲載について（２）
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99 XML形式掲載について（3）
• 書誌XMLツール動画マニュアルURL（Youtubeで提供）

– （a）テンプレート作成
J-STAGE3 に書誌 XML を登載するにあたって、記事 PDF から書誌 XML を変換する際に、
典型的な記事フォーマットして、テンプレートを作成する工程を説明

• 1. テンプレート作成の流れ
http://www.youtube.com/watch?v=gxtxaWSBAMs

• 2. ブロック設定
http://www.youtube.com/watch?v=XVxl58_1VGY

• 3. JATS 項目の割当〜 JATS 項目の詳細設定
http://www.youtube.com/watch?v=e7yg5A7GwqQ

• 4. 確認・登録
http://www.youtube.com/watch?v=00AeH3K-AxQ

– （b） 書誌 XML 作成
作成したテンプレートを用いて記事 PDF を読み込み、書誌 XML に変換する工程と、内容
を確認・編集し、ダウンロードする工程を説明

• 1. 書誌作成の流れ
http://www.youtube.com/watch?v=LH4RdE5ejqw

• 2. 記事 PDF の登録
http://www.youtube.com/watch?v=dxr4EWy13os

• 3. 書誌 XML の確認
http://www.youtube.com/watch?v=FiklNKinuuQ

• 4. 内容の修正
http://www.youtube.com/watch?v=pLWr30o7cxI

• 5. 登録とダウンロード
http://www.youtube.com/watch?v=4cnxImEJOss

バージョンアップなどのため、一部動画と操作が異なる場合もございます。また、動画マニュアルはYoutubeでの配信です。ご利用にあたっては当該サービスの利用

規約等もご確認ください。
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1010 学術情報ＸＭＬ推進協議会

• 学協会
• 印刷（データ制作）会社
• JST 等で構成

J-STAGE News No.32

https://www.jstage.jst.go.jp/pub/jnews/J-
STAGE_NEWS_NO32.pdf
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1111 データ品質等の向上について
• 発⾏機関名について

– ⼀部、発⾏機関名のよみ等に不正確なデータが格納されておりました。
大変ご迷惑をおかけいたしました。

– 現在JSTにて順次データ修正・確認作業を⾏っており、2月中を目途に
完了の予定です。

– なお、閲覧者の便宜のため、名称は現⾏の名称に寄せています。
• ジャーナルトップページのメニュー等について

– ジャーナルトップページでは、学協会様においてさまざまなメニュー
項目を設定できます。提供情報の充実による、ジャーナルページの
サービス・品質向上にご活用くださいませ。

詳しくは、J-STAGE操作マニュアル https://www.jstage.jst.go.jp/pub/html/AY04S220_ja.html
サービス管理編 （サイト編集） をごらんください。
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1212 カスタマイズ機能の充実について
• さまざまな設定・変更を、学協会様にて直接操作可能に
• 学協会様・ジャーナルについてのJ-STAGE上の情報を、学協会様で
直接変更できるようになります。（⼀部提供済み）
– 学協会連絡先情報（提供済み）
– ヘッダ画像の差し替え（提供済み）(※)
– 奥付情報（準備中）
– 学協会名（準備中）
– ジャーナル発⾏ポリシー（準備中）
– 学協会からのお知らせ（機能拡張準備中）

これまで書面依頼をいただいた上で、センターで修正作業を行っていたこれらの情報の変更を、

編集登載システムから直接、リアルタイムで行うことができるよう、順次改善しております。

なお、これらの基本情報は、読者(購読機関)やJSTが学協会様に照会やご案内を行う上での基

礎となるデータですので、必ず最新の情報に更新をお願い申し上げます。

これまで書面依頼をいただいた上で、センターで修正作業を行っていたこれらの情報の変更を、

編集登載システムから直接、リアルタイムで行うことができるよう、順次改善しております。

なお、これらの基本情報は、読者(購読機関)やJSTが学協会様に照会やご案内を行う上での基

礎となるデータですので、必ず最新の情報に更新をお願い申し上げます。

※差替用画像については、学協会様でのご用意をお願いしております。
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1313
国内最大級の電子ジャーナルサイトとして、
公開情報の調査・分析等を推進

• ビッグデータ、Webにおける新サービス等の潮流→ 国内最⼤級の電⼦ジャーナルサイトとして、先進的・魅⼒的なサービスを提供する必要性
• J-STAGE公開済み記事について、さまざまな分析・可視化等を⾏える機能の実装調査実施を検討・準備中
（例）オルトメトリクス(altmetrics)、記事ごとの評価指標(article level metrics)

（例）類似画像の検索機能
cf.発想支援、バイオメカニクス(biomechanics)・バイオミメティクス(biomimetics)への応用等を想定

• 得られた知⾒は学協会様と共有・管理
→今後の編集・発⾏⽅針・戦略の策定等にご活⽤いただく

http://altmetric.com/index.php © Altmetric 2012 
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1414 サービスの⾒直しについて（H25年度~）
• JDreamIIの⺠間移管による⼀部サービスの終了

– 政府事業仕分け等の結果を受け、平成25年度からJDreamIIは⺠間の新サービス
「JDreamIII」として生まれ変わります。これにともない、一部文献リンクで
実施していたJ-STAGEからのリンクは、サービスをいったん休止いたします
（JDreamIIIからのJ-STAGEへのリンクは引き続きご提供いたします）。JSTで
は、今後も内外の文献情報サービスとの連携を強化し、新規リンク先等を実装
してまいります。

• 登載ご担当者様の変更に伴うサポートサービスについて
– J-STAGEでは、学協会様のご都合により登載担当者様(業者様)等が変更となっ

た場合、登載作業手順等については原則として学協会様内での引継ぎをお願い
しております。現在、特にご希望があった場合、J-STAGEセンターにおいて可
能な範囲で当該引継ぎの一部をサポートする場合がありますが、通常の登載サ
ポート業務への影響を防⽌するため、引継ぎ業務については学協会様にて完了
くださいますようお願い申し上げます。なお、データ形式変更（BIB方式から
XML⽅式への移⾏等）についてのサポートは継続いたしますのでどうぞご利⽤
ください。

• 「セット販売機能」の新規受付終了
– オプションの「セット販売機能」は、数年間にわたり新規でご利⽤を希望され
る学協会様がないため、新規ご利⽤の受付を終了させていただきます。
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1515 BIB形式登載のサポート終了について
• 平成23年度よりご案内しておりますとおり、BIB形式での登載
ジャーナルについては、平成26年3⽉末をもってサポートを終了さ
せていただきます。
– BIB形式での登載⾃体は引き続き⾏えますが、システム運⽤情報・バ
グ情報のご提供等を除き、J-STAGEセンターでのサポートは終了いた
します（定期的に集合研修は実施の予定です）。お早めに全文XMLま
たは書誌XMLデータ形式登載への変更をお願いいたします。なお、J-
STAGEセミナー等、JSTが実施するご利⽤学協会様向けのイベント等
にはどうぞ引き続きご参加ください。また、平成26年度以降もデータ
形式の変更は可能とさせていただく予定です。

平成24年度 平成25年度 平成26年度

BIB形式形式形式形式でのでのでのでの登載受登載受登載受登載受けけけけ入入入入れれれれ

●●●●

BIB形式形式形式形式ジャーナルジャーナルジャーナルジャーナル

サポートサポートサポートサポート終了終了終了終了
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1616 一部オプションサービスの受益者負担について
• 現在、一部オプションサービス(PPV、CrossCheck従量部分、基本

フローを超える投稿審査システムサービス)については、有料にて
サービスをご提供しております。

• 国庫の財政状況・社会環境等にかんがみ、投稿審査システムおよび
特定の新規オプションサービスについては、従量部分の⼀部につき、
段階的に受益者負担の枠組みにご協⼒をお願いしてまいります。

• 平成25年度は、新規に受益者負担を開始するサービスはありませ
ん（サービス⾃体が新規⽴ち上げとなるものを除く）。平成26年
度以降に、順次開始となります。なお枠組みについては、JSTで慎
重に検討を進め、平成25年度の早い時期にご案内を差し上げてまい
ります。

平成24年度 平成25年度 平成26年度

方針検討方針検討方針検討方針検討、、、、大規模利用学協大規模利用学協大規模利用学協大規模利用学協

会殿会殿会殿会殿へのヒアリングへのヒアリングへのヒアリングへのヒアリング、、、、

有識者検討有識者検討有識者検討有識者検討

パブリックコメントパブリックコメントパブリックコメントパブリックコメント募集募集募集募集

●●●●

方針方針方針方針ごごごご案内案内案内案内

（（（（26年度概算要求年度概算要求年度概算要求年度概算要求））））

（（（（26年度学協会殿予算策定等年度学協会殿予算策定等年度学協会殿予算策定等年度学協会殿予算策定等））））
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1717
国⽴国会図書館の「オンライン資料収集(納本)」
制度への対応について

• 平成25年7⽉より施⾏される予定の改正国⽴国会図書館法では、新たに電
⼦ジャーナルコンテンツ等もいわゆる納本制度の対象とする「オンライン
資料収集制度」を実施することが定められています。

• JSTにおいて国⽴国会図書館(NDL)と協議・確認等を⾏った結果、J-
STAGEに掲載されるコンテンツについては、学協会様において特段、対応
の必要はございません。

• JSTでは、今後ともNDLと緊密な情報交換等を⾏い、連携を強化してまい
ります。詳しくはJ-STAGEサイト 利⽤学協会様向け新着情報ページ
（https://www.jstage.jst.go.jp/pub/html/AY04S520_ja.html） 等を
ごらんください。

NDLにおけるオンライン資料収集対象の概念におけるオンライン資料収集対象の概念におけるオンライン資料収集対象の概念におけるオンライン資料収集対象の概念

（NDLサイト「オンライン資料の収集」
http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/online_data.html より）
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1818 海外および国内へのプロモーション強化について
• 海外プロモーションを引き続き推進（J-STAGEブランドの浸透）
• 国内企業に対するプロモーション推進

（H24年度下期のおもな施策）
• 日刊工業新聞、日経産業新聞への広告掲載
• 「JST情報サービスで解決！」サイト、facebookサイト開設
• 国内企業へのヒアリング、J-STAGE Newsでの情報提供
• （新規連携先についてはスライド4をご参照ください）

14th International Conference on Grey Literature 「JST情報サービスで解決!」
J-STAGE PRページ

「J-STAGE News No.33」
((株)IHI 技術開発本部殿) 


